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概要
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1. 管理木材調達のプロセス概要, ナショナルリスク
アセスメント(NRA)の位置付け

2. NRA策定の経緯、状況

3. 草案の内容



FSCミックスラベル付きの製品の製造のために
FSC認証材と混ぜても良い原材料

なんでも混ぜてよいわけでは
ない！

許容できない供給源からの原
材料は認められない。

FSC管理木材
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違法伐採からのも
の
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伝統的権利及び人権
を侵害して伐採された

もの
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管理活動によって
高い保護価値（HCV）
が脅かされている森
林からのもの

人工林または森林以
外の土地利用に転換
された自然林からのも

の
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遺伝子組換え樹木が
植えられた森林から

のもの

FSC管理木材

FSCの許容しない
森林管理

• FSCの許容しない森林管理に由来していない木材
• FSC認証材に混ぜてFSCミックス製品を生産することができ
る



FSC認証林

FSC CoC認証取得者
（FM/COC含む）

FSC管理木材

• FSC-STD-40-005の要求事項を実施し、デュ
ーディリジェンスシステムを行うことで
許容できない供給源からの調達を避ける。

• FSC管理木材を使用または販売する。
• 「FSCミックス」製品を製造する。

管理木材の意義



管理木材はどのように管理され、調達または供給される?

2つの規格:

FSC管理木材

FSC-STD-30-010

• FSC管理木材を供給する森林
管理組織により使用される。

FSC-STD-40-005

• CoC認証取得者が管理木材
を調達するために使用する。
このためにリスクアセスメント/
デューディリジェンスを実施す
る。



デューディリジェンスシステム

1. 情報収集

2. リスク
アセスメント

3. リスク低減



デューディリジェンスシステム

FSC-STD-40-005 第3-0版: デューディリジェンスシステム

リスク低減
(リスク低減措置の実施)

情報収集
原産地 & サプライチェーン

リスクアセスメント
原産地に関して (FSCまたは組織に
よる) &サプライチェーン内での混入

低リスク、混入がない

低リスクではない、
または混入がある

リスクが低減された リスクが低減されていない

管理木材 非管理木材



3 リスクアセスメント

• 原材料の原産地(5つの管理木材カテゴリー)におけるリスク
• FSCリスクアセスメントの使用。FSCリスクアセスメントがな
い場合は、自身でリスクアセスメントを実施 （2018年12月
31日まで。動議56）

• サプライチェーンにおける混入リスク
• 組織（認証取得者）が評価

• 原材料をFSC管理木材として使用する
• 低リスク(原産地及びサプライチェーン内の混入): OK

• 低リスクでない: リスク低減が必要

デューデリジェンスシステムの内容



どのリスクアセスメントを
使用/実施すればよいのか

承認されたFSCリスクアセ
スメントが存在するか

FSCウェブサイトで
確認

はい いいえ

FSCリスクアセスメント
(承認日から6ヶ月以内に

使用開始)

企業による簡易リスクアセスメント
• 従来の企業によるリスクアセスメントと同じ要求事項。
（FSC-STD-40-005第2-1版に基づく要求事項）

企業による拡張リスクアセスメント
• FSCナショナルリスクアセスメントの枠組み (FSC-PRO-

60-002a)を用いたリスクアセスメント。
（最新の強化された要求事項）

企業によるリスクアセスメントが可能なのは2018年末まで。
2019年以降はFSC-STD-40-005を用いてFSCのリスクアセスメントがな
い国からの管理木材調達はできなくなる予定（2017年動議56)



FSCリスクアセスメントの使用 (原産地に関して)

• FSC-PRO-60-002 第3-0版に基づきFSCネットワークパート
ナー（FSCジャパン）が策定し、FSC本部に承認されたナショ
ナルリスクアセスメント（NRA）

NRA

• 本部主導で策定しているセントラライズド・ナショナルリスク
アセスメント（CNRA）
（FSC-PRO-60-002 第3-0版に基づいている）

CNRA

• 以前の手順に基づき策定、承認されたナショナルリスクアセ
スメント（NRA）

• これは2018年12月31日までに上記の新しい手順に基づい
たものへと改定されなければならない。

NRA 
(旧)

リ
ス
ク
ア
セ
ス
メ
ン
ト
の
優
先
順
位

F

S

C



FSCリスクアセスメントデータベース（ウェブページ）

http://ic.fsc.org/en/our-impact/program-

areas/controlled-wood-01/controlled-wood-risk-

assessments/fsc-risk-assessment-database

http://ic.fsc.org/en/our-impact/program-areas/controlled-wood-01/controlled-wood-risk-assessments/fsc-risk-assessment-database


FSC Document Center
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https://ic.fsc.org/en/document-center

FSCリスクアセスメントの使用 (原産地に関して)



各国のNRA & CNRA策定状況
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https://ic.fsc.org/en/what-is-fsc-certification/controlled-wood/risk-assessments

FSCリスクアセスメントの使用 (原産地に関して)



日本のナショナルリスクアセスメントの策定状況

• 2014年8月に旧NRAが承認。

– カテゴリー2：北海道のアイヌ民族について未特定リスク

– カテゴリー3：奄美以南の南西諸島について未特定リスク

– その他は低リスク

• 2016年 CNRAカテゴリー1, 2, 5が承認される。カテゴリー3, 4については
草案のまま

• CNRAを土台に昨年8月より新NRA作成のための議論開始

• 社会、経済、環境分会3人ずつのワーキンググループを組織

• 新NRA草案パブリックコンサルテーション：2017年8月28日から60日間

• FSC本部による新NRA最終承認：2018年第2四半期(4～6月）

• 承認後、6か月の移行期間
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管理木材ワーキンググループ

環境

• 出島誠一（NACS-J)

• 中村幸人（東京農
大）

• 古澤千明（WWF
ジャパン）

経済

• 梶川宏治（王子製
紙）

• 近藤大介（三井物
産）

• 吉田正木（林経
協）

社会

• 赤堀楠生（ジャー
ナリスト）

• 菊間満（山形大
学）

• 佐藤幸雄（北海道
アイヌ協会）
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議長：桂 徹 （三菱製紙）



カテゴリー１：違法伐採

• 旧NRA：日本全国低リスク

• 新NRA草案
 低リスク：北海道以外の地域

 特定リスク：北海道（アイヌ民族の権利に関して）
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日本のナショナルリスクアセスメント草案概要

特定リスク地域におけるリスク低減措置
以下の措置を行うことが望ましい。
先住民族からのFPICが得られていること。ただし、諸事情*1によりそれ
が難しい場合は現地の先住民族およびその団体*2との確認の下、彼
らの権利を侵害して伐採されたものではないことが確認されている。
*1該当する先住民族が特定できない場合など。
*2 該当する先住民族が特定できない場合は北海道アイヌ協会に照会
する。
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カテゴリー2：人権・伝統的権利の侵害

• 旧NRA：北海道において未特定リスク、その他低リスク

• 新NRA草案：変更なし
 低リスク：北海道以外の地域

 特定リスク：北海道（アイヌ民族の権利に関して）

特定リスク地域におけるリスク低減措置
以下の措置を行うことが望ましい。
先住民族からのFPICが得られていること。ただし、諸事情*1によりそれ
が難しい場合は現地の先住民族およびその団体*2との確認の下、彼
らの権利を侵害して伐採されたものではないことが確認されている。
*1該当する先住民族が特定できない場合など。
*2 該当する先住民族が特定できない場合は北海道アイヌ協会に照会
する。
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カテゴリー3：管理活動による高い保護価値(HCV)の破壊

• 旧NRA：奄美以南の南西諸島について未特定リスク、その他
低リスク

• 新NRA草案：日本全国低リスク
やんばる国立公園、奄美群島国立公園の設立によりHCVに対するリ
スクが低減されるとして、南西諸島でも低リスク判定となった。
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カテゴリー4：自然林の転換

• 旧NRA：日本全国低リスク

• 新NRA草案：日本全国特定リスク
第4回自然環境保全基礎調査（1989年～1993年）と第5回自然環境保全基礎調
査植生調査（1994～1999年）における植生自然度9の自然林の減少率は年平均
0.27%。閾値の0.02%を上回ることから特定リスク判定となった。以前の手順では
閾値が0.5%で、閾値変更の理由は本部に問い合わせたが不明。

・リスク低減措置
以下を確認すること：

1) 実体のある取引であることを裏付ける書類（例：納品書、請求書）があること

2) 伐採届・適合通知書等の伐採許可を得ていること、関連する文書で、伐採場所（管理区画）、
伐採面積、樹種、伐採後の計画（造林の方法）が確認できること

3) 以下のいずれかが確認できること
a) 樹種等により人工林由来であることが明確である
b) 更新方法が天然更新である
c) 管理区画が植生自然度９の森林でない
d) 伐採によって、明確に大きく、安定した長期的な自然環境保全の公益がもたらされる
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カテゴリー5：遺伝子組換え樹木の使用

• 旧NRA：日本全国低リスク

• 新NRA草案：変化なし。日本全国低リスク



今後の予定
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月 予定

2017年11月 ワーキンググループで草案を修正、最終草案を作成

2017年12月 FSCジャパン理事会がNRA最終草案を承認

2017年12月 NRA最終草案を本部に提出

2018年第2四半期
（4～6月）

本部理事会による承認、NRA発効

2018年第4四半期
（10～12月）

NRA移行期間終了
} 6か月の移行期間
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ご清聴どうもありがとうございました！

ご意見・コメントは10/27までに三柴
(ctomimura@forsta.or.jp)まで。

mailto:ctomimura@forsta.or.jp

